
日 薬 業 発 第 ４ １ 号 

平成２４年５月１日 

都 道 府 県 薬 剤 師 会 会 長  殿 

 

日 本 薬 剤 師 会 

会 長  児 玉  孝 

 

 

疑義解釈資料の送付について（その３） 

 

標記について、厚生労働省保険局医療課から、別添のとおり連絡がありました

のでお知らせいたします。 

厚生労働省保険局医療課より、平成 24年診療報酬（調剤報酬）改定に伴う疑義

解釈資料が示されたことにつきましては、平成24年 3月 30日付け日薬業発第540

号および同4月23日付け日薬業発第28号にてお知らせしたところですが、今般、

新たな疑義解釈が示されました。 

同資料につきましては、厚生労働省のホームページにも掲載されていますので、

貴会会員にご周知下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

「平成 24年度診療報酬改定について」（厚生労働省ホームページ） 

 

厚生労働省トップページ > 政策について > 分野別の政策一覧 > 健康・医療 

> 医療保険 > 平成 24年度診療報酬改定について 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryouhoken/

iryouhoken15/index.html 



事 務 連 絡

平成24年４月27日

地 方 厚 生 ( 支 ) 局 医 療 課

都道府県民生主管部（局）

国民健康保険主管課（部） 御中

都道府県後期高齢者医療主管部（局）

後 期 高 齢 者 医 療 主 管 課 ( 部 )

厚生労働省保険局医療課

疑義解釈資料の送付について（その３）

「診療報酬の算定方法の一部を改正する件」（平成24年厚生労働省告示第76

号）等については、「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項

について」（平成24年３月５日保医発0305第１号）等により、平成24年４月１

日より実施することとしているところであるが、今般、その取扱いに係る疑義

照会資料を別添１から別添５のとおり取りまとめたので、参考までに送付いた

します。

moriwaki
タイプライタ
＜抄＞



歯科 - 1

〈 別 添 ４ 〉

調剤報酬点数表関係

【基準調剤加算】

(問１) 基準調剤加算を算定する保険薬局は、特定の保険医療機関の休憩時間に応じた

一時閉局となっていないことが求められるとあるが、平日の日中に閉局日を設定

している場合についてはどのように解釈すべきか。

（答） 基準調剤加算における開局時間に関する基準要件は、地域の保険医療機関や患

者の需要に対応できるよう、特定の保険医療機関からの処方せん応需のみに対応

したものとなっていないことを求めているものである。

したがって、平日（土曜日を含む。）の日中の時間帯（時間外加算の対象とな

る時間以外）については、特定の保険医療機関の休憩時間に応じた一時閉局とは

なっていないとしても、診療時間外や休診日（半日もしくは全日）と完全に合わ

せて閉局している場合には、基準調剤加算の開局時間に係る要件は満たさないも

のとして取り扱う。

ただし、①当該保険薬局における特定の保険医療機関に係る処方せんによる調

剤の割合が70%以下である場合、②当該閉局時間もしくは当該閉局日を活用して在

宅薬剤管理指導を恒常的に実施している場合、③特定の保険医療機関は休診して

いるにもかかわらず日曜日も開局している場合、または、④当該薬局における１

週間の総開局時間が特定の保険医療機関の１週間の総診療時間（休憩時間を含

む。）を超えている場合は、この限りでない。

【自家製剤加算、計量混合調剤加算】

(問２) ６歳未満の乳幼児（以下単に「乳幼児」という。）の調剤のために、矯味剤等

を加えて製剤した場合や微量のために賦形剤・矯味矯臭剤等を混合した場合に

は、自家製剤加算又は計量混合調剤加算を算定することができるとされている

が、当該加算は、乳幼児ごとにその必要性を適切に判断した上で行われるもので

あって、すべての乳幼児に対して一律に算定できるものではないという理解で良

いか。

（答）貴見のとおり。




